
「将来にわたって住み慣れた場所で、
安心して暮らし続けられる地域」を目指す。

人口減少が進んでも地域内のつながりや
コミュニティの活力が衰退しないまちづくり

状態の良い空き家が複数軒存在し、
空き家再利用の可能性を感じた。

値段が高い

交通手段がない

その他

新鮮な物が無い

遠い

広い観点から調査を

行い、富屋地区の新たな

可能性を模索した。

1st cycle

地域の繋がりと買い物

に着目し、アンケート

調査を行った。

2nd cycle

コミュニティ維持に

着目し、参考事例を基に

独自の提案を考案した。

3rd cycle

富屋の現状の課題が明確になった。

近くにお店が無く、買い物に不便を感じている方が多い結果となった。
この問題を解決するために、富屋地区内に店を作る必要があると考える。

これらの事例を参考に、富屋地区をより良くするための提案を考える。

Tomiya House

コミュニティ維持形成へ

富屋地区


